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⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

「ゲートキーパー」って？
⑫《この人に》 

鈴木 エイトさん （ジャーナリスト）

⑭《V時評》
日本も無縁ではない 

「ギレアデ共和国」の悪夢
⑮《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

ベンポスタ子ども共和国の 
子どもたちとの夏祭りの日 
吉富 志津代（武庫川女子大学社会福祉学科教授）

⑯《東日本大震災福島発～現地から伝える「被災地の今」》  
全町避難を経験し、除染で土を剥がれた町で 
本を介して少しずつ自らを「耕す」
掃部 郁子 

（フリーランスライター、NPO法人うつくしまブランチ 理事）
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⑰《現場は語る～コーディネートの現場から》
プロボノが超高齢社会の未来をひらく
―働く世代を巻き込む「ええまち」づくり
河井 靖子、堀 久仁子（認定ＮＰＯ法人サービスグラント関西事務局

（大阪ええまちプロジェクト事業担当））

⑳《毎日NPO ！山田発信 組織と事業の支援論》

チャリティーマニアが語る 
チャリティーイベントの効用
山田 泰久 

（公益財団法人日本非営利組織評価センター（JCNE）業務執行理事）
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㉔《晴れ時々ボランティア》 

中田 弾 さん
（一般社団法人Ｄ＆Ａ Networks 代表理事）
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地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな

い～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成分
野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり」

「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・防災・減災活動への
支援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。
さらに「TEAM EXPO 2025」プログラム/共創パートナーとして、共創チャレンジに登録され活動す
る団体を積極的に支援します。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金は、
所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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携
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の
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未
来

災害が発生すると、

初動から復旧・復興期まで

長期にわたる支援活動に

多くの団体や組織が関わる。

行政、社会福祉協議会、市民団体、

企業などがそれぞれの強みを生かし、

被災者に適切な支援を届けるために

何が必要なのか考えたい。

特 集

特集チーム  青山 織衣、菅野 拓、永井 美佳、 
増田 宏幸、明城 徹也、百瀬 真友美
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の

災
害
法
制
改
正

大
災
害
時
、
懸
命
に
被
災
者
支
援
活
動
を

す
る
市
民
の
姿
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
た

の
は
、
１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
と
き
だ
。
こ
の
年
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
１
３
７
万
人

以
上
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
多
さ

（
注
）
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
発

的
・
主
体
的
な
活
動
が
、
全
体
と
し
て
被
災

者
に
多
彩
な
き
め
細
か
い
支
援
を
提
供
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。

半
年
後
の
95
年
７
月
に
は
防
災
基
本
計
画

の
中
に
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境

整
備
」
等
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、
同
年
12
月

に
は
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
。
国

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
防
災
活
動
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ（
同
法

第
８
条
）、
被
災
地
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る
の
が
一
般
的
に
な

っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

団
体
の
被
災
地
支
援
活
動
の

調
整
機
能
が
不
足

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
い
っ
て
も
、
そ
れ

以
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
た
く
さ
ん
い
た

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
地
域
団
体

な
ど
組
織
で
の
活
動
も
あ
っ
た
。
有
給
ス
タ

ッ
フ
の
い
る
団
体
も
、
今
ほ
ど
で
は
な
い
が

存
在
し
、
こ
れ
ら
の
組
織
も
被
災
者
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
た
だ
、
市
民
活
動
の
認

知
度
は
低
く
、
市
民
「
団
体
」
と
な
る
と
、

な
お
さ
ら
知
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
市
民
団

体
で
は
な
く
個
人
の
立
場
で
活
動
に
参
加
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
は
、

無
理
も
な
い
と
思
う
。

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
、
市
民
団

体
に
よ
る
活
動
は
、
被
災
地
で
の
多
彩
な
支

援
に
つ
な
が
る
点
は
同
じ
だ
が
、
活
動
の
促

進
に
何
が
必
要
か
考
え
て
み
る
と
、
異
な
る

点
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
個
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
対
し
て
は
、
安
全
性
な
ど
必
要
な
環

境
を
確
保
し
た
う
え
で
、
い
つ
・
ど
こ
に
行

き
・
誰
の（
何
の
）た
め
に
・
何
を
す
る
か
を
具

体
的
に
調
整
す
る
。
一
方
、
団
体
に
は
、
具

体
的
な
活
動
を
自
ら
創
出
・
設
計
で
き
る
よ

う
な
条
件
整
備
が
必
要
だ
。
団
体
自
身
の
財

源
不
足
、
人
材
不
足
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る

だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
東
日
本
大
震
災
時
に

は
、
団
体
の
支
援
活
動
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る（
３
ペ
ー
ジ
の
談
話
参
照
）。

で
は
、市
民
団
体
が
適
切
な
被
災
者
支
援
活

動
を
考
え
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

ど
ん
な
場
や
方
策
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

連
携
・
調
整
に
あ
た
る

災
害
中
間
支
援
組
織

被
災
者
支
援
に
関
し
て
、
行
政
の
役
割
は

大
き
い
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）

に
も
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
、
中
長
期
的
な
生
活
再
建
や
見
守

り
、
相
談
支
援
な
ど
、
多
く
の
役
割
が
あ
る
。

北海道 北の国災害サポートチーム（きたサポ）
岩　手 いわてNPO災害支援ネットワーク（INDS）
福　島 ふくしま県域災害支援ネットワーク（FNAD）
茨　城 茨城NPOセンター・コモンズ
埼　玉 埼玉県災害ボランティア団体ネットワーク「彩の国会議」
千　葉 災害支援ネットワークちば（CVOAD）
東　京 東京都災害ボランティアセンターアクションプラン推進会議
神奈川 災害復興くらし応援・みんなのネットワークかながわ（みんかな）
新　潟 新潟県災害ボランティア調整会議
長　野 長野県災害時支援ネットワーク（N-NET）
静　岡 南海トラフ巨大地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委

員会／静岡県災害ボランティア本部・情報センター
愛　知 あいち広域ボランティア・NPO支援本部
三　重 みえ災害ボランティア支援センター（MVSC）
京　都 京都府災害ボランティアセンター
大　阪 おおさか災害支援ネットワーク（OSN）
兵　庫 災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議
奈　良 奈良防災プラットフォーム連絡会
岡　山 災害支援ネットワークおかやま／岡山NPOセンター
広　島 災害支援ひろしまネットワーク会議／ひろしまNPOセンター
徳　島 徳島被災者支援プラットフォーム（TPF）
香　川 香川県災害中間支援組織
福　岡 災害支援ふくおか広域ネットワーク（Fネット）
佐　賀 佐賀災害支援プラットフォーム（SPF）
熊　本 くまもと災害ボランティア団体ネットワーク（KVOAD）
大　分 おおいた災害支援つなぐネットワーク（O-Link）
宮　崎 宮崎文化本舗

被
災
者
支
援
に
必
要
な

市
民
団
体
・
行
政
・
社
協
の
連
携

■災害中間支援組織一覧

�出典：全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）、2025年7月現在 
https://jvoad.jp/news/r7wam-2/

概　説
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー
（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
が
発
す
る
自
死
（
自
殺
）
の
サ
イ
ン

に
き
づ
き
、
支
援
先
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担

う
人
の
こ
と
で
あ
る
。
医
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
担
い
手
と
な
り
多
様
な
現
場
の
な

か
で
実
践
す
る
。
そ
う
し
た
理
念
の
も
と
に

生
ま
れ
た
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
理
解
が
日
本
で
定
着
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
自
殺
対
策
基
本
法
（
２
０
０

６
年
）
の
施
行
で
あ
る
。
従
来
、
自
死
は
特

別
な
事
情
の
あ
る
人
に
よ
る
「
個
人
が
選
択

す
る
死
」
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
自

ら
選
択
し
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
実
は
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
「
社
会
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
末
に
選
択
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
死
」
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
「
社
会

的
な
死
」
で
あ
る
な
ら
ば
「
社
会
的
な
支
援

に
よ
っ
て
防
げ
る
死
」
と
捉
え
直
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
自
死
に
対

す
る
捉
え
方
の
画
期
的
な
転
換
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

た
だ
し
、
自
死
を
「
防
ぐ
こ
と
の
可
能
な

死
」
と
捉
え
る
こ
と
は
、
一
方
で
「
防
げ
な

か
っ
た
死
」
を
体
験
さ
れ
た
ご
遺
族
に
と
っ

て
は
き
わ
め
て
厳
し
い
見
方
に
映
る
場
合
が

あ
る
。
ま
た
実
際
に
自
死
を
「
防
ぐ
」
こ
と

は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
心

に
と
ど
め
た
上
で
、
自
死
を
「
自
分
ご
と
」

と
し
て
と
ら
え
、
支
え
合
う
社
会
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

龍
谷
大
学
教
授
／
認
定
N
P
O
法
人
京
都
自

死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー 

理
事
　
野
呂 

靖

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」っ
て
？
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ラ イ ブ ラ リ ー

第70回

本書は、お金を媒介にして
労働の成果を社会的に

分配する「資本主義経済」に代
わる新たなシステムとして、「贈
与経済2.0」を提案している。
人々が互いに贈与し合うこ

とで物やサービスが循環する
「贈与経済」は、近代以前か
ら世界各地に存在していた。
その基盤はお金ではなく互い
の人間関係にあったが、贈ら
れた側（受贈者）が「返礼」
を果たせなければそれは「負
債」に転化し、受贈者と贈っ
た側（贈与者）の二者関係を
強く束縛する側面をもってい
た。こうした束縛が連鎖する
ことで上下関係が生まれ、階
級化された身分制社会につな
がっていったという。

資本主義経済は、贈与の連
鎖が生む固定的な束縛から
人々を解放し、お金を稼げば
生きていける社会をつくり出
した。反面、稼がなければ生
きていけない状況は望まない
労働にもつながるし、格差を
生む。贈与経済2.0は、贈与
を二者関係から社会全体の営
みとして位置づけ直すことで、
負債感のない自由な関係を生
み出す仕組みである。
贈与を社会的に共有する手
段として著者が考えるのが、
改ざん不可能な形で履歴を残
すブロックチェーンの利用で
ある。著者は、分かりやすく
次のような例を挙げる。
―苦学生Aの窮状を見か

ねた飲食店経営者Bは頻繁に

Aに食事を提供したが、Aは
「返礼」を果たせないままBと
疎遠になった。贈与経済2.0
では、Bによる贈与は履歴と
して社会に公開される。する
と履歴を見て感動した人が客
となってBの店に行くなど、A
だけが「負債」を引き受ける
のではなく、開かれた「物語」
の中で新たな関係が築かれる。
履歴は贈与者の社会的信頼

の蓄積なので、進んで贈与し
他者との関係を豊かにするこ
とが、最も合理的かつ経済的
な行為になるという。お金を
介さず、人のつながりで資本
主義の課題と限界を超える。
ここが「贈与経済2.0」の眼
目だろう。
� 編集委員　阿部 太極

自
然
食
＋
雑
貨 K

anuka C
afé w

ith 

ア
キ
ノ
イ
サ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

兵
庫
県
た
つ
の
市
。
龍
野
城
下
町
保
存
地
区
か
ら
一
筋
入

っ
た
住
宅
街
の一角
。
昭
和
期
の
民
家
を
店
舗
兼
住
宅
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
たKanuka Café

（
カ
ヌ
カ
カ
フ
ェ
）は
、

２
０
１
９
年
、
隣
接
す
る
上か

み

郡ご
お
り

町ち
ょ
うか

ら
移
住
し
た
秋
野
香か

貫ぬ

花か

さ
ん
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
入
っ
て
す
ぐ
右
横
が
自
然
食
品

の
販
売
ス
ペ
ー
ス
、
靴
を
脱
い
で
上
が
っ
た
奥
に
広
々
と
し
た

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
。
画
家
の
父
、
ア
キ
ノ
イ
サ
ム
さ
ん（
注
１
）の

作
品
に
彩
ら
れ
た
店
内
に
は
、
父
や
日
本
画
家
の
祖
母
、
秋
野

不ふ

矩く

（
注
２
）さ
ん
の
作
品
を
用
い
た
絵
本
、ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、

雑
貨
や
、香
貫
花
さ
ん
の
生
ま
れ
故
郷
、
沖
縄
の
や
ち
む
ん（
焼

き
物
）の
ほ
か
、
自
身
で
セ
レ
ク
ト
し
、
直
接
買
い
付
け
た
国
内

外
の
雑
貨
や
工
芸
品
な
ど
が
そ
こ
か
し
こ
に
置
か
れ
て
い
る
。

休
日
は
古
い
町
並
み
を
観
光
す
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
エ
リ

ア
だ
が
、
店
を
訪
れ
る
人
の
多
く
は
近
隣
を
は
じ
め
市
内
の
住

民
だ
。
最
年
少
が
小
学
１
年
生
。
最
年
長
は
83
歳
。
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
お
使
い
に
来
て
、
つ
い
で
に
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
。
カ
ナ
ダ
で
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
香
貫
花
さ

ん
と
の
英
会
話
を
楽
し
む
年
配
客
も
い
る
。
県
伝
統
工
芸
品
の

赤
穂
緞だ

ん
通つ

う
と
同
じ
織
り
方
で
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
ギ
ャ
ベ

（
注
３
）の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
も
う
５
年
続
け
て
い
る
。
最

近
始
め
た
の
は
認
知
症
講
座
。
当
事
者
の
家
族
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
験
を
持
ち
寄
っ
て
語
ら
う
。
市
内
の
ま
ち
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
に
も
模
擬
店
を
出
す
な
ど
し
て
参
加
し
、
そ
こ
で
知

り
合
っ
た
人
が
店
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

店
を
開
い
た
こ
と
で
つ
な
が
っ
た
多
彩
な
人
た
ち
と
の
交
流

を
生
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
平
和
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
こ
と
も
あ
る
香
貫
花
さ
ん
。「
お

客
さ
ん
た
ち
は
、
他
の
店
で
は
過
ご
せ
な
い
時
間
が
あ
る
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
人
た
ち
が
く
つ
ろ
ぎ
、

子
ど
も
と
お
年
寄
り
が
自
然
に
声
を
か
け
合
え
る
場
所
に
な
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
。�

編
集
委
員
　
村
岡 

正
司

自然食＋雑貨  Kanuka Café with アキノイサムギャラリー
たつの市龍野町旭町 26
電話　0791－78－9680
営業時間　10：00～ 16：00
月曜・火曜定休 ↑�イサムさんや不矩さんの作品を用いた

絵はがきなどが置かれた店内

ア ゴ ラ

第97回

↑�ギャベの手織
りに取り組む
ワークショップ

（
注
１
）
秋
野
亥
左
牟
。
１
９
３
５
―

２
０
１
１
。
ウ
ォ
ロ
４
１
６
（
２
０
０
６
年
６
月
）
号
「
こ
の
人
に
」
に
登
場
。

（
注
２
）
１
９
０
８
―

２
０
０
１
。
浜
松
市
名
誉
市
民
。
１
９
９
９
年
、
文
化
勲
章
受
章
。

（
注
３
）
イ
ラ
ン
の
遊
牧
民
、
カ
シ
ュ
ガ
イ
族
が
手
織
り
す
る
じ
ゅ
う
た
ん
。

贈与経済2.0
お金を稼がなくても生き
ていける世界で暮らす
荒谷 大輔 著
翔泳社、2024年4月
1,980円（税込）
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